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Ⅰ．はじめに

2008 北京五輪では銅メダルを獲得し、また 2012

ロンドンオリンピックでも第 5位に入賞と、オリン

ピックでは決勝進出が常連となっている日本代表

チームである。

今回の報告では、韓国仁川で行われたアジア大会

ならびに米国ユージンで行われた世界ジュニア選手

権のデータを報告する。世界ジュニア選手権でのサ

ポート活動は、科学委員会としても初の試みであっ

た。2020 東京オリンピックを狙い、日本チームの

サポートだけで無く、上位チームのデータ収集も

行った。

尚、日本陸連科学委員会ならびにチーム「ニッポ

ン」マルチサポート事業で行っているデータ収集な

らびにフィードバックの詳細は、過去の研究報告

第 1 䡐 3 報ならびに 2012 年日本スプリント学会に

おける「ロンドンオリンピックに向けた男子 4 ×

100m リレーへの科学的サポート（松尾ら）」の資料

を参考にされたい。

Ⅱ．方法

カメラはパナソニック製 DMC-FZ200 を主に用

いた。環境光の状況により 240fl ame/ 秒もしくは

120fl ame/ 秒を選択し、撮影現場にて最良の方法で

撮影した。撮影は全て観客スタンドで行い、キャリ

ブレーションマークならびに走者が的確に収まる位

置で撮影した。可能な限りスターターのシグナル光

が写る様にした。カメラ位置などの概略図は図 1の

通りである。大会に同行した撮影班の人員数や、会

場の構造などにより撮影位置を変更している。アジ

ア大会時は ABCDE の位置から、世界ジュニア選手権

時は BCDF の位置から撮影した。また各撮影場所か

らパンニング撮影を行い、キャリブレーションなど

に用いた。その際、AB位置からは3→4走のフォロー

映像を、CD 位置からは 1 → 2 走ならびに 3 → 4 走

のフォロー映像を、E位置からは1→2走のフォロー

映像を撮影し、データに誤差の出ない様に細心の注

意を払った。先行の報告では、縁石マークやハード

ルなどを用いて、バトンパスゾーン出口から 10m 先

にキャリブレーションマークをし、ブルーゾーンか

ら出口プラス 10m の計 40m を用いてパス区間タイム

を算出していたが、今回の大会ではマーキングが出

来なかったため、40m の計測は断念した。

また、パスワークの出来を確認するため、機材に

余裕のある時は、タイム分析用とは別にフルハイビ

ジョン映像も撮影した。

パス区間タイムや走速度を算出するために

Apple®製Final Cut Pro X ならびにQuickTinePro7

を用いた。

Ⅲ．フィードバックしたデータについて

情報の共有方法の詳細は、2011 年度陸連紀要報

告を参照されたい。ソーシャルネットワークサービ

スを用いて、より素早く各コーチにフィードバック

を行っている。ソーシャルネットワークサービス内

では指導者、選手、サポートチームのみの情報共有

であり、第三者が閲覧できない様になっている。

撮影した映像は直ぐに編集され、共有された。映

像は「パスがどの時点で渡っているか？」「次走者

のスタートするタイミングは？」「スタートの走

フォームは？」等の確認に用いた。

リレーのバトンパスタイムなどの分析区間は、図

2 を基準としている。大会時ならびに練習時は①
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から④を適宜組み合わせて、データ収集ならびに

フィードバックをしている。代表チームが最も重要

視している指標は“前走者ブルーゾーン通過から、

次走者バトンパスゾーン出口から 10m 先通過までの

40m バトンパス時間（土江寛裕・強化副部長の提唱

する「パスの巧みさ +しっかり加速しているか」「3

秒 75 で走れば 38 秒突破が可能」「バトンを渡す位

置に影響されずに目安となる指標である」のためで

ある）” = 図中①であるが、前述したとおり、今回

はキャリブレーションマークが出来なかったため、

図中②の 20m バトンパス区間のデータを算出した。

また各カメラにスタートシグナルがしっかり映った

ため、各個人の走タイムも算出した。1 走はブルー

までの 80m タイムとインまでの 90m タイムを算出し

た。基本的には90mタイムが指標となると考えるが、

状況によってインまでに前走者と詰まる事があり、

減速している可能性があるので、80m タイムも参考

のため算出した。2 走ならびに 3 走はインからイン

までの 100m タイムとした。4 走はインからゴール

までの 110m タイムとアウトからゴールまでの 90m

タイムとした。フィードバックしたデータの一部と

2012 ロンドン五輪時のパスタイムのデータを表 1

に示した。

アジア大会の算出結果だが、バトンパスタイムも

個人の走記録も、日本チームはアジア記録を出した

中国チームよりも遅かった。パスタイムで 0.15 秒、

走タイムも 0.45 秒の差があった。パスタイムは、

ロンドン五輪時と比べても最大 0.09 秒遅くなって

いた。各個人の走タイムを見ていると、日本チーム

の 1 走である山縣の 9.43 秒と中国チームの 3 走 SU

の 9.36 秒、4 走 ZHANG の 10.17 秒が良い結果だっ

たのではと考えた。

世界ジュニア選手権の算出結果だが、パスタイム

は日本チームが一番早かった。優勝した米国チーム

よりも 0.17 秒早かった。また 2 走桐生→ 3 走小池

の 1 秒 91 は、上位 4 チームの中で最も早いパスで

あったと同時に、シニアチーム顔負けのタイムで

あったことが伺えた。各個人の走タイムでは、米国

チームが総計で 39.19 秒と全体の中で最も良かっ

た。パスタイムでは上回る日本チームであるが、決

勝にて米国チームを破るには、やはり個人の走能力

の向上が必要である事が伺えた。ジャマイカチーム

は 3走の CLARKE の 9.58 秒が光っており、米国チー

ムのエースである BROMELL9.54 秒に次ぐタイムを出

していた。

今大会では、日本チームは予選で米国チームより

先着し全体の 1 位通過を果たした。また決勝では

ジャマイカチームより先着し、世界の 2強より前で

走るという快挙であった。今後の活躍が大変見込ま

れる世代である事が伺えた。

最後に、今までは日本チームのパス精度向上にク

ローズアップしてデータを収集してきた。今後は世

界各国のデータを収集し、戦略上より有用な情報を

フィードバックしたいと考えている。
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